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緒 言

農薬 は農作物,森 林および農林産物を害す

る病原菌,昆 虫,ダ ニ,線 虫,ネ ズミ,雑 草

などの動植物の防除に用い られる薬剤 と定義

付 けられて いるω。

農作物を生産する上で,農 薬の使用量は,

1986年 迄年々増加を辿った(2x3)。しか しなが

ら,1970年 前後 に起 こった公害問題,例 えば

PCB問 題 な どが 日本で も大 きな社会問題 と

な り,農 薬で も毒性などに問題のある殺菌剤

や殺虫剤が次々検討課題 となり,禁 止され る

に至った。1974年 以降は抗生物質や食品添加

物 ならびに昆虫の誘引物質の開発などにも農

薬研究の 目が向けられる様 になった。

農薬生産の動向はこれ らの過程 を経て,従

来の毒性の強い薬剤か ら低毒性農薬開発へ と

移行 してお り,極 めて毒性の低 いレシチン農

薬 の様な ものも幾つか開発 されて きている。
一方,農 薬を使用 しない農法 も一部で行 わ

れてお り,こ れなどは農薬生産 を行 う上で将

来の検討課題 となるか もしれない。

今回は農薬生産量などの変遷か ら,そ の間

に生 じた幾つかの問題点を取 り上げ検討 し,

今後の農薬研究の課題 としたいと考 えている。

1.農 薬生産 の推移

農薬 を種類別に大別すると殺虫剤,殺 ダ ニ

剤,殺 線虫剤,殺 軟体動物剤,殺 鼠剤,殺 鳥

剤(日 本ではあまり使われない),忌 避剤,殺

菌剤,殺 虫 ・殺菌剤,除 草剤,植 物成長調節`

剤,展 着剤などに分類されている。

この農薬の1958年 か ら1983年 迄の国内向け

生産量 と生産額の推移を第1図 に示 した。実

線が生産数量を,ま た点線 は生産額を示 して

いる。1958年 よりわが国の農薬生産量は1968

年迄増加の傾 向にあ り約3.8倍 に上昇 してい

る。 しか し,1970年 前後 に公害問題 に付随 し

て起 こった毒性の強い有機水銀農薬や塩素系

殺虫剤(BHCやDDTな ど)が 問題 とされ使

用禁止 となった り,米 の減反政策が とられる

様になった結果,農 薬生産量は一旦落ち込ん

だ。1973年 に元に戻ったが稲作転換政策など

が行われ,以 後生産量は横ばい となっている。

一方,生 産額 は1958年 度 は181億 円で あった

が,そ の後 にかな りの物価上昇がみ られた結

果,1983年 には約3,500億 円 となってい る。

尚,諸 外国への輸 出は約800億 円 となってい

る。

1948年 より農薬は登録制 となった。第1表
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第 咽 農 薬 の 生 齷 と生 産 額 の 推 移 ・麒 要 覧、 よ り(2×3)〔4)(5}

に農薬登録数の推移を示す。 これによる と,

1983年 迄 には延べ15616件 の登録が認め られ

ている。そして,毎 年300前 後の新規登録がみ

られ る。1963年 以降は登録の取 り消 しも判明

している。 その結果,1969年 か ら1971年 の3

年間は約1000件 の取 り消 しがみ られたが,

1977年 以降は年,100前 後の取 り消 し数 となっ

ている。実登録数は5,000前 後 となってお り,

この うち実際良 く出廻 っているのが300前 後

となっている。一般に,農 薬には登録基準が

あ り,こ れに合致 した場合,農 薬は登録 され,

3年 間有効で,3年 後再登録 しないと取 り消

されるしくみになっている。 そこで,低 毒性

農薬が開発 され登録 されて も,既 存の農薬の

販売量におされ,登 録取 り消 しとなる場合が

み られる。第2表 は筆者 らが開発 した防黴剤

N一 ベ ンゾイノv-1,一 ロイシンである。炭 そ

病の防除に優れているが,外 国で開発された

製品ビオガー ド(チ アベ ンダ ゾール)な どに

お されつ つ あ る状況 となった。

2.農 薬 の安全性 とその課題

農薬を開発 し,販 売する迄には様々な試験

を行 い,登 録 申請に資料 として添付 し,国 の

農薬検査所 などで検査 を行い,そ の基準に合

致 し,し か も登録 を許可されることが必要 と

されている。

登録 までの試験法 は生物活性検定な どの化

学試験(ペ トリ皿中での試験など)の 次に,

ポッ ト特性試験などの薬効試験 をし,安 全性

の元 となる急性毒性試験や2年 問2動 物 を用

いて行 う慢性毒性試験,発 癌性 などを調べ る

催奇性試験を含 めた毒性試験 を行い,さ らに

代謝試験 や残留性試験を経 て,魚 毒性試験 な

どを調べ る環境科学試験,分 折法な どを示 す

製造研究な どの試験 を行 い,最 後 に登録を行

うもので製品化 し販売す るまでには10年 を要

す るのが現状 といわれている。
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第1表 農薬登録数の推移

、西 歴 年 登 録 番 号 新規登録数 登録取消数 登録農薬数

1948 1--18 18

1949 19--622 604

1950 623--1008 386

1951 1009--1224 216

1952 1225～1520 296

1953 1521～1765 245

1954 1766--2049 284

1955 2050--2421 372

1956 2422--2857 436

1957 2858～3350 493

1958 3351～3751 401

1959 3752--4124 373

1960 4125--4435 311

1961 44364870 435

1962 4871--5330 460

1963 5331--5855 525 175 3372

1964 5856--6450 595 174 3793

1965 6451～7182 732 170 4355

1966 7183--7764 582 292 4645

1967 7765--8478 714 247 5112

・.: 8479--9298 820 358 5574

1969 9299～10440 1142 1018 .・:

1970 10441--11204 764 861 5601

1971 11205--11900 696 1235 5062

1972 11901～12583 683 492 5253

1973 12584--13167 584 635 5202

1974 13168～13291 124 594 4732

1975 13292～13435 144 616 4260

1976 13436--13615 180 278 4162

1977 13616--13793 178 173 4167

1978 13794--14005 212 129 4250

1979 14006～14168 163 152 4261

1980 14169～14371 203 88 4376

1981 14372～14757 386 77 4685

1982 14758～15231 474 122 5037

1983 15232--15616 385 120 5302

(農 薬 要 覧)(4)(5)(6)
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第2表N一 ベンゾイル ロイシンを有効成分 と

して含有 してなるバナナ炭そ病防除

剤(7)

第2-1表

処 理 薬 剤
直径1cm以

上 の病斑

な し 6/20

N一ベ ン ゾ イル ーL一ロ イ シ ン 1/Zo

N一 ベ ン ゾ イ ル ーL一イ ソ ロ イ シ ン 5/20

N一 ベ ン ゾ イ ル ーL一バ リン 5/20

N一 フエ ニ ル ア セ チ ル ーL一ロ イ シ ン 6/20

ビオガー ド 0/20

実験例1

バナナ(無 傷 で若 い青物)を 洗浄後風乾 し,N一 ベ ンゾイ

ルーL-vイ シン0,1%水 溶液及び比較対 照区 として ビオ ガ
ー ド,N一 ベ ンゾ イルーL一イソロイシ ン,N一ベ ンゾイルーL一
バ リン,N一 フエ ニルアセ チルーL一ロイ シンの0.1%水 溶液

にそれぞれ浸漬 し再 び風 乾 した。次いで これ らのバナナ果

皮表面 を針で各20個 傷 をつけ,後 この損傷部にバナナ炭 そ

病 菌(顕 微鏡で1視 野当 り20個 の胞子 を含有す る水 溶液 を

ピペ ッ トで1滴)を 接種 し,後25℃ にて96時 間培養 して,

バナナ果皮表面 にで きた病斑(直 径1cm以 上の もの)計 測

した。

第3表 農薬の毒性別ランク(6)

LDso

特 定 毒 物 15mg/kg以 下

毒 物 15--30mg/kg

劇 物 30～300mg/kg

普 通 薬 300mg/kg以 上

第3表 は農薬の毒性の強さのランクで,こ

れより年度別の農薬毒性別生産額(%)を 示す

と第4表 の様 になる。

第4表 毒性別農薬生産額(%)(6)

1961 1965 1971 1977 1982

特定毒物 15.6 4.3 o.a 0.2 o.i

毒 物 25.1 24.9 4.7 1.0 5.1

劇 物 :. .. 39.7 30.1 .:

普 通 薬 40.7 31.9 55.4 .: 62.0

第2-2表

処 理 薬 剤 病 斑 数

な し 8/20

N一ベ ン ゾ イ ル ーL一ロ イ シ ン 1/20

N一ベ ン ゾ イ ル ーL一イ ソ ロ イ シ ン 7/20

N一ベ ン ゾ イ ル ーL一バ リン s/ao

N一 フ エ ニ ル ア セ チ ル ーL一ロ イ シ ン 6/20

ビオガー ド i/20

実験例2

実験例1に おけ ると同様 にしてバ ナナ を洗浄風乾後(薬

剤処理せ ずに)炭 そ病菌 を接種 して,後 実験例2に 於け る

と同一 の薬剤水 溶液に浸漬 風乾して,25℃ にて48時 間培養

して,病 斑 を測定 した。

この様 にして開発された農薬は毒性の強さ

によって4段 階に分類 されている。急性毒性

試験結果 によ り示すのが通常行われている方

法で,マ ウスあるいはラッ トに経口的または

経皮的に投与 し,2週 間飼育 した後,急 性毒

性 によって半分のマウスまたはラッ トの個体

数が死 ぬ薬量 を算出するものでLD5。(半 数致

死量を示す。)で表 し,一 般にマウスや ラット

体重1kg当 た りの薬量(mg)で 示 している。

この中で特 に特定毒物の生産額が1971年 に

1%以 下 となり以後,こ の状態 を保 ち続けて

いる。 また毒物 も次第に低下 していき,同 じ

く1971年以降は6%以 下 となった。農薬生産

は低毒性化の傾 向を示 した。

第5表 は農薬取締法 と農薬の関連を示 した

もので,特 に有機水銀系農薬や塩素系殺虫剤,

有機 リン殺虫剤(パ ラチオンなど)な どが使

用禁止 となった推移が食品衛生法,毒 物及び

劇物取締法 とも関連づ けて示されている。19

73年(昭 和48年)迄 にこれ らの農薬が検討され

た結果が第4表 の毒性別農薬生産額 にも影響

をおよぼ していると考 えられる。農薬取締法

は1971年(昭 和46年)に 制定され,同 時に19

71年 の時点で使 われていた約300の 農薬を3ヶ

年で総点検する仕事が行 われた。有機水銀剤

は農林省の行政指導 によ り1973年(昭 和48年)

迄に登録抹消が行われ生産 もされな くなった。

また,有 機塩素系殺虫剤の代表的な農薬であ

るDDTやBHCも1971年(昭 和46年)12月30

日,販 売が禁止 となった。
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第5表 農薬安全対策の概要

(厚生省の措置)

法第7条

基準 ・規格の

設定

法第2条
毒物および劇

物の指定

法第3条 の2
禁止規定

特定毒物農薬
の使用基準

食品中の農薬

残留基準設定

(告示)

特 定 毒 物
毒 物

劇 物

〆法 第2条 別丶
k表および政令ノ

使用 禁止

(昭 和46年6

月1日 政 令)

用 途 制 限
(政令)

儂 薬)

登 録 申 請 農 薬
(再登録を含む)

農薬安全使用基準設定
農薬

ひ 酸 鉛
エ ン ド リ ン

碧 ㌦ ドド!序

D

B

D

H

T

c

パ ラ チ オ ン

メ チ ル パ ラチ オ ン
TEPP

メ チ ル ジ メ ト ン
モ ノフル オル酢酸 ア ミ ド

モ ノ フ ル オ ル 酢 酸 塩
り ん 化 ア ル ミ ニ ウ ム

テ ロ ド リ
エ ン ド リ

ベ ン ゾ エ ピ

PC

ロ テ ノ

ン

ン

ン

P
ン

魚 毒 性 の 強 い 農 薬

有 機 水 銀 剤

食品衛生法に基づく規格の
ない場合の環境庁長官が定
める基準

(環境庁および農林省の措置)

農薬の安全かつ適正な使用
を確保するための検査(登録)

法第3条
農作物等における
残留農薬の安全1生
に関する登録保留
基準

環 境 庁
(基準設定)

農 林 省
(検査)

農薬残留に関する安全使用
基準(公表・通達)

法第12条の6
農薬安全使用基準
(指導基準)
匪

作物残留性農薬の使用に関
する基準(
昭和46年5月1日 省令)

法第12条の2
作物残留性農薬の
使用規制

土壌残留性農薬の使用に関
する基準
(昭和46年5月1日 省令)

登

DDT

BHC

録 の 失 効

昭和46年5月1日
E召矛[f46年11,月27日

法第12条の3
土壌残留性農薬の
使用規制

法第9条
販売業者について
の農薬の販売の制
限または禁止

環 境 庁
〆指定使用丶
陛 準設定ノ

農 林 省
(指導)

販
DDT

BHC

売 の 禁 止

昭和46年5月1日
昭和46年12月30日

都道府県知事が必要な使用
規制を行なうことができる

法第12条の4
水質汚濁1生農薬の
使用規制

水産動物の被害の防止に関す
る安全使用基準(公表・通達)

法第12条の6
農薬安全使用基準
(指導基準)

區
環 境 庁(指定)

農 林 省
(指導)

匪
行略 撫 ≠繍 黐の抹消

農林省

農

薬

取

締

法



第6表 主な食品添加物の毒性⑨

化 合 物
Rat

(mg/kg)

Mouse

(mg/kg)
化 合 物

Rat

(mg/kg)

Mouse

(mg/kg)
化 合 物

Rat

(mg/kg)

Mouse

(mg/kg)

サ ッカ リンナ ト リウム 17,000 17,500
ブチルヒドロキシ

トルエン

1,700

～2
,000

2,000

--2
,400

■

アニスアルデヒド 1,510 3,050

グリチル リチン酸

ニナ トリウム
50,000

1

食用赤色2号傷 。) >10,000

1

アンスラニル酸メチル
2,910

～3
,0OO

3,900

ソル ビ トー ル ユ7,500 23,200

1

飼 赤色3号傷 ス゜)
2,000

～7
,000

6,700

1

エ チルバ ニ リン 1,590

安息香酸ナ トリウム 2,700

.

食用赤色1・2号傷;。) >8,000
8,000
--19
,300

1

オイケソ ール
1,930

～3
,000

3,000

ジフ ェニル
3,500
--5
,000

食用赤色1・5号(ロースベンガル) 6,480

■

カプロン酸 6,440 、

ソルビン酸 10,500 >8,000

1

食用赤色106号 >ZO,000 ケイ皮アルデヒド 2,220 200

ソルビン酸カリウム
4,200
-6
,170

■

飼 黄色4号(;;ト ラ) 12,750

1

酢酸エチル 5,620

デヒドロ酢酸 1,000
1,210

～1
,330

.

鯛 艶5号 儲 空ツト) 10,000 6,000

1

アルギン酸ナ トリウム >5,000

デビドロ酢酸

ナ トリウム
570 1,270

1

餬艶3号傷 均 >2,000

1

繊維素グリコール酸

ナトリウム
27,000

プT7ピ オ ン酸 2,600

1

餬 龍1号(ブ リリアントブルー) >2,000

.

D一マ ンニ ッ ト 17,300 22,000

(過酸化水素) (騨)

1

食用龍2号 協 勤 2,000 2,500

,

コンドロイチン硫酸 10,000

グアヤク脂 5,000 2,000

1

水溶性アナ トー 700 酒石酸ナ トリウム 4,360

ノルジヒ ドロ

グアヤレチック酸

2,000

～5
,000

2,000

～4
,000

1

銅 ク..フ ィ リン酸

ナ トリウム
2,500 過酸化ベンゾイル 3,950

没食子酸プロピル
3,600

～3
,800

1,350

～3
,500

亜硝酸ナ トリウム 2,200

1

ブチルヒドロキシ

アニソール

2,000(オ ス)

(2,°°°_5,00。メ・)

1,100(オス)

1,32°

-2
,00。メ ・)

■

アセ トフ ェ ノン 3,000

(但 し,経 口投与LD5。 で示 す)

この時点か ら現在 までに食品や毒性の少な

い食品添加物 まで幅を拡げた低毒性農薬の開

発が行われて きている。第6表 は食品添加物

のLD50(半 数致死量)を 示 した もので,3,000

mg/kg以 上の ものが多 く,農 薬では毒性の低

い普通薬 と比較 して も,約10倍 致死量が少な

い。 この点か ら前記の様な農薬 としての利用

が考 えられている。
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第7表 害 虫 と性 フ ェ ロ モ ン(1°)

害虫名

稲の害虫

ニカメイガ

イネ ヨ トウ

畑作物の害 虫

ハ スモ ンヨ トウ

ジヤガ イモ ガ

イモ キバ ガ

(イモ コガ)

ヨ トウガ

カブラヤガ

マメ コガネ

果樹 の害虫

ナ シヒメ シンクイ

リンゴコカ クモ ン

ハマキ

リンゴモ ンハ マキ

キ マル カイガ ラム シ

クワシロカイガ ラム シ

性 フェ ロモ ン成分 名

①(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ナ ー ル

②(Z)-13一 オ ク タ デ セ ナ ー ル

①(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ニ ノレアセ ター ト

①(Z,E)m,11一 テ トラデ カ ジ ェ ニ ル ア セ タ ー ト

②(Z,E)-9,12一 テ トラデ カ ジ ェ ニ ル アセ タ ー ト

①(E,Z)m,7一 トリデ カ ジ ェ ニ ル アセ タ ー ト

②(E,Z,Z)-4,7,10一 ト リデ カ トリエ ニ ル アセ ター ト

①(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ナ ー ル

②(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(E)-11一 ヘ キ サ デ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(Z)-5一 デ セ ニ ル アセ タ ー ト

②(Z)-7一 デ セ ニル アセ タ ー ト

①(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ノ ー ル

②(Z)-11一 ヘ キ サ デ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(R,Z)5-(1一 デ セニ ル)ジ ヒ ドロ ー2(3H)一 フ ラ ノ ン

①(Z)-mド デ セ ニ ル ア セ タ ー ト

②(E)-8一 ドデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

③(Z)-8一 ドデ セ ノーw

④ ドデ カ ノー ル

①(Z)-mテ ト ラデ セ ニ ル アセ ター ト

②(Z)-11一 テ ト ラデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(E)-11一 テ ト ラデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

②(Z)-11一 テ トラデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(Z)-7一 エ イ コセ ンー11一 オ ン

②(Z)-7一 ノナ デ セ ンー11一 オ ン

①3一 メ チ ル ー6一 イ ソ プ ロペ ニ ル ーmデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

②(Z)-3一 メ チ ルm一 イ ソ プ ロペ ニ ル ー3,9一 デ カ ジエ ニ ル ア セ タ ー ト

①(E)-3,9一 ジメ チ ル ー6一 イ ソ プ ロペ ニ ル ー5,8一 デ カ ジエ ニル ア セ タ ー ト

①(Z)-3,9一 ジメ チ>v-6一 イ ソ プ ロペ ニ ル ー3,9一 デ カ ジエ ニ ル プ ロ ピオ ナ

ー ト

①2,2一 ジ メチ ル ー3一 プ ロペ ニ ル ー シ ク ロブ タ ンメ チ ル アセ タ ー ト

害 虫名

クワコナカイガ ラムシ

茶樹 の害 虫

チャノコカ クモ ン

ハ マキ

チャハ マキ

森 林な どの害 虫

マイマイガ

マツ ノキハバ チ

アメ リカ シロ ヒ トリ

性 フ ェ ロモ ン成 分 名

①2,6一 ジ メ チ>v-1,5一 ヘ プ タ ジ エ ン ー3一 イル アセ タ ー ト

①(Z)-9一 テ トラデ セ ニル ア セ タ ー ト

②(Z)-11一 テ トラデ セ ニル ア セ タ ー ト

③(E)-11一 テ トラデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

④10一 メ チル ドデ シル アセ タ ー ト

①(Z)-11一 テ トラ デ セ ニ ル アセ ター ト

②(Z)-9一 ドデ セ ニル ア セ タ ー ト

③11一 ドデ セ ニ ル アセ タ ー ト

① シ ス ー7,8一 エ ポ キ シ ー2一 メ チ ル オ クタ デ カ ン

①3,7一 ジ メ チ ル ペ ンタ デ カ ー2一 イル ア セ タ ー ト

①(Z,Z)-9,12一 オ ク タデ カ ジ エ ナ ー ル

②(Z,Z,Z)-9,12,15一 オ ク タ デ カ ト リエ ナ ー ル

③(Z,Z)-3,mシ ス ー9,10一 工tキ シ ー ヘ ン エ イ コサ ジ エ ン
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貯蔵穀物 などの害 虫

ス ジマダ ラメイガ

スジコナマダ ラメ イガ

チ ャマダ ラメイガ

バ クガ

ヒメ アカカ ツオブシムシ

ヒメ マダ ラカ ツオブシムシ

ハ ラジロカツオブ シム シ

タバ コシバ ン ムシ

インゲンマメゾ ウムシ

①(Z,E)-9,12一 テ トラデ カ ジエ ニ ル ア セ タ ー ト

②(Z)-9一 テ トラデ セ ニ ル ア セ タ ー ト

①(Z,E)-9,12一 テ トラデ カ ジエ ニ ル アセ タ ー ト

①(Z,E)-9,12一 テ トラデ カ ジ エ ニ ル アセ ター ト

①(Z,E)-7,11一 ヘ キサ デ カ ジ エ ニ ル アセ ター ト

①(Z)-14一 メ チ)V-$一 ヘ キ サ デ セ ナ ー ル

②(E>-14一 メ チル ー8一 ヘ キ サ デ セ ナ ー ル

①(Z)-14一 メ チル ー8一 ヘ キ サ デ セ ナ ー ル

②(Z)-14一 メ チル ー8一 ヘ キ サ デ セ ノー ル

③ メ チ ル(Z)-14一 メ チw-$一 ヘ キ サ デ セ ノア ー ト

① イ ソプ ロ ピル(Z)-9一 ドデ セ ノ アー ト

② イ ソプ ロぜ ル(Z)-9一 テ トラデ セ ノ ア ー ト

③ イ ソプ ロ ピル(Z)-mヘ キ サ デ セ ノア ー ト

①4,mジ メ チw-7一 ヒ ド ロキ シ ー ノナ ン ー3一 オ ン

① メ チJV-(一)一(E)-2,4,5一 テ トラデ カ トリエ ノ ア ー ト

それ らの一つが安息香酸の化合物(N一 ベ

ンゾイル ロイシン)や 大豆vシ チンなどの農

薬である。 いずれに して も今なお特定毒物は

農薬 として存在 している。今迄の農薬の消長

か らみると色々 と困難な面 もあるが,こ れ ら

の毒性の高い農薬か らよ り一層毒性の低 い農

薬開発が行われる様な研究 を促進すべきであ

ろ うと考 える。一方,新 しい農薬の一つ とし

て誘引剤の開発が行われて きている。特に性

フェロモンは新 しい農薬の方向性 を示唆 して

いるもの と思われる。第7表 は誘引剤,性 フ

ェロモ ンの例で,脂 肪族炭素水素の酢酸塩な

どである。果樹の害虫の欄 にみ られ る様 にナ

シ,リ ンゴ,モ モ,ミ カンなどの害虫に良 く

効 くものが出ている。 しか しなが ら,こ こに

示 した ものは害虫で もご く一部であ り,こ の

研究は実用化 されつつある段階の ものが多 く,

今後の研究が一層期待されている。

3.農 薬にたよ らない農業生産

先に最近の農薬の話題 として性誘引剤(性

フェロモン)を 取 り上げたが,こ の利用は従

来の農薬使用法である散布方式 と大幅に異な

る点 と考 えている。一方の性の昆虫を,近 く

に置いた性 フェロモンの臭いで捕獲 し殺虫 し,

その昆虫の子孫の繁殖 を絶つ方法で,直 接性

誘引剤が農作物にふれない点が大 きな特徴 と

いえる。

これに似た殺菌剤の開発 も可能 となるこ と

であろ う。一方,農 薬にたよらない農作物生

産 もかなり研究 され尽 くしている。 自然農法

による生産あるいは水耕法 を加味 した農作物

の生産 は農業の今後を担 う生産方式の一つ と

考 えられる。 また,耐 病性品種改良な どを応

用 したバ イオテクノロジー的農業生産 も早急

の課題 といえる。さらに先端技術(例 えば光

センサーなど)を 利用 した農業生産方式 も考

えられて良 いであろう。 これ ら各種の農業生

産方式はそれぞれ脱農薬 を考慮 しつつ,研 究

を進 めている点で大変重要なことと思われる。

摘 要

以上は農薬の変遷か らみた問題提起であっ

たが,

(1)農薬生産は現在横ばいとなっている。

(2)農薬の低毒性化が考えられている。

(3)農薬の変革では,性 フェロモンなどが出

てきているが,更 に新 しい型の農薬開発

(生物農薬など)が 必要で あろう。

(4農薬 なき農業生産では,自 然農法や水耕
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法な どでの一層の研究開発が必要であろ

う。 また,バ イオテクノロジーを利用 し

た耐病性品種開発,先 端技術 を利用 した

作物生産な どが新 しい農業生産上の重要

な点 といえよう。

現在まで に農薬なき農業生産の例では秋田

県大曲市の水田20ha(全 水 田は4200ha)の 成

功例が しられている。 しか し,病 害虫などの

大被害を被 る危険性 に常にさ らされていると

考えられる。大部分の農家は農薬がひき起 こ

す各種の障害 も考慮 しちつ農薬 を使用 してき

ているのが現状であろ う。農薬の安全性 を加

味 した新 しい農薬の開発か,各 種の技術 を駆

使 した農薬なき農業生産 か,い ずれにして も

これ らの間を模索 しつつ研究は進めなければ

な るまい と考 えて いる。
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